
令和８年度専攻科入学者選抜

産業システム工学専攻 学力検査問題

数学

注 意 事 項

１ 検査開始の合図があるまで、この検査問題を開いてはならない。

２ 検査問題は１枚、解答用紙は５枚である。検査開始の合図があってから確か

めること。

３ 検査開始の合図があったら、まず、解答用紙の各ページに受験番号・氏名を

記入すること。

４ 文字などの印刷に不鮮明な箇所があったときは、手を挙げて監督者に知ら

せること。
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〔問題１〕　次の関数を微分せよ。（5点× 4）

(1) y = x log x (2) y = sin(x+ 2) cos(x+ 2)

(3) y = log
(
x+

√
x2 + 3

)
(4) y = (x+ 4)3

√
x+ 4

〔問題２〕　次の不定積分を求めよ。（5点× 4）

(1)

∫
x log xdx (2)

∫
sin(x+ 2) cos(x+ 2)dx

(3)

∫
1√

x2 + 3
dx (4)

∫
(x+ 4)3

√
x+ 4dx

〔問題３〕　次の問いに答えよ。（10点× 2）

(1)　 arctanx を微分して、
∫

1

1 + x2
dx = arctanx+ c となることを示せ。

(2)　
∫

1

1 + x2
dx を部分積分して、

∫
1

(1 + x2)2
dx を求めよ。

〔問題４〕　次の問いに答えよ。（10点× 2）

(1)　行列 A =


0 0 1

1 0 0

0 1 0

 の 3乗 A3 を求めよ。さらに逆行列 A−1 を求めよ。

(2)　行列 B =

(
2 1

3 1

)
と別の 2行 2列の行列 C を掛け算すると次のようになった。

C を求めよ。
BC =

(
−2 3
4 0

)

〔問題５〕　放物線 y = 2x2 + 4x+ 7 について次の問いに答えよ。（5点× 4）
(1) 放物線 y の頂点の座標を求めよ。
(2) 放物線 y の x = −2 における接線の方程式を求めよ。
(3) (2) の接点で接線に垂直な方程式を求めよ。
(4) 放物線 y を x軸の正の方向へ３、y 軸の負の方向へ４移動させた放物線の方程式を求めよ。
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〔問題１〕　次の関数を微分せよ。（5点× 4）

(1) y′ = log x+ 1 (2) y′ = cos2(x+ 2)− sin2(x+ 2)

(3) y′ =
1√

x2 + 3
(4) y′ =

7

2
(x+ 4)

5
2

〔問題２〕　次の不定積分を求めよ。（5点× 4）

(1)
1

2
x2 log x− 1

4
x2 + c (2)

1

2
sin2(x+ 2) + c

(3) log(x+
√

x2 + 3) + c (4)
2

9
(x+ 4)

9
2 + c

〔問題３〕　次の問いに答えよ。（10点× 2）
(1)　 y = arctan x として、

dy

dx
=

1
dx
dy

=
1
1

cos2 y

=
1

1 + x2

(2)　 I =
∫

1
1+x2 dx として、

I = x
1

1 + x2
+

∫
x

2x

(1 + x2)2
dx =

x

1 + x2
+ 2I − 2

∫
1

(1 + x2)2
dx∫

1

(1 + x2)2
dx =

1

2
(

x

1 + x2
+ I) + c =

1

2
(

x

1 + x2
+ arctanx) + c

〔問題４〕　次の問いに答えよ。（10点× 2）
(1)

A2 =

0 1 0
0 0 1
1 0 0


A3 =

0 1 0
0 0 1
1 0 0

0 0 1
1 0 0
0 1 0

 =

1 0 0
0 1 0
0 0 1


A−1 =

0 1 0
0 0 1
1 0 0


(2)　

C = B−1

(
−2 3
4 0

)
=

(
−1 1
3 −2

)(
−2 3
4 0

)
=

(
6 −3

−14 9

)
〔問題５〕　放物線 y = 2x2 + 4x+ 7 について次の問いに答えよ。（5点× 4）
(1) 放物線 y の頂点の座標を求めよ。

y = 2(x+ 1)2 + 5より、(−1, 5)

1



(2) 放物線 y の x = −2 における接線の方程式を求めよ。

接点 (−2, 7), y′ = 4x+ 4から傾き− 4,よって y = −4(x+ 2) + 7 = −4x− 1

(3)　 (2) の接点で接線に垂直な方程式を求めよ。

y =
1

4
(x+ 2) + 7 =

1

4
x+

15

2

(4)　放物線 y をｘ軸の正の方向へ３、ｙ軸の負の方向へ４移動させた放物線の方程式を求めよ。

y = 2(x+ 1)2 + 5を移動させて、y = 2(x− 2)2 + 1

2
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〔問題１〕

微分の基礎力を見る問題

〔問題２〕

積分の基礎力を見る問題

〔問題３〕

微積分の応用力を見る問題。証明問題のようにも見えるが、計算主体

〔問題４〕

行列の掛け算、逆行列などの基礎力を見る問題

〔問題５〕

方程式やグラフを扱う基礎力を見る問題
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